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25.諸種疾患に於ける血清リバーゼの活性度の変
動
市川豊一，名和幸太郎，
小林外治郎(医化学〉
リパーゼ活性度測定法には一般に滴定法が用いら
れているが，我々はパラニトロフエノーJレラウリン
酸エステJレを基質とする新らしい測定法を用いた。
との方法は酵素的に遊離してくるパラニトロフエノ
ーJレを比色定量する事により小量の血清で、短時間に
仔い得る利点があり，従来の滴定法よりはるか昨迅
速簡易であり，広く一般に用いられるべきであると
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正常値は大体吸光度にして 0.2前後であるが急性
E芋炎lζ於いてはその数倍K達する。肝炎及び一般の
黄症ではややその値が広がる程度であるが肝硬変で
はその平均値はやや低下する傾向がある。糖尿病で
はあまり変化をみられぬが，その末期，いわゆるキ
ンメルステーJレウィルソン症状を呈するものではそ
の値は低下し，腎炎ではあまり変化はないがネフロ
ーゼでは低下する。 
26.鈎虫の感染経路に関する研究一特に人体感染
実験について
渡辺英一，関根憲治，山本昌明，
半田桂三郎，小山虎信，佐々木輝幸，
片桐秀昭，石黒康太郎，小野寺治夫，
長山浩二，伊藤龍雄(公衆衛生学)
農村に於けるアメリカ鈎虫の感染例中，その足蝶 
から仔虫が侵入したと思われる例が比較的多い。従
って著者等はヅピニ鈎虫とアメリカ鈎虫の各感染期
仔虫を，被験者の足臆面l乙作用させて，その感染率
を検討した。
1) アメリカ鈎虫感染例では， 7人の被験者に実
験を行いうち 1人民感染の成立を見た。
2) ヅピニ鈎虫感染例では， 5人の被験者に実験
を行ったが，全例に感染の成立を認めなかった。
27.クームス血清の新しい臨床的応用について
江畑耕作，長村不二男，
川口漁夫(成東病院〉 
我々は今回微量の自己抗体の検出K適したクーム
ス血清吸収試験を考案，腎炎患者lどついて実験した
ので，乙こに報告する o
実験方法: 患者血清 1cc !r.， よく洗った緬羊赤
血球0.3ccを加え， 370C 1時開放置後，血球を洗つ
てとり出し，それと同量のクームス血清と混合吸収
させ，残ったクームス血清に就て力価の減少を測定
し，対照との差2本以上を陽性としたo
実験成績: 健康人 20例中 1例のみ弱陽性を示し
た。腎炎患者に於ては 63%の陽性率を示した。 腎
機能と陽性度は平行せず予後悪いものに強く出る傾
向があった。 ASLO価補体価とは相関を有しなかっ
た。各臓器lζて吸着を行ってみると腎に特異的に吸
着される事が分った。腎炎再燃時に於て血中抗体の
消失久至減少する事を 2症例lとっき観察した。転帰
との関係をみると陽性群の方が明らかに予後が悪か
った。之を他の自己抗体をもっ疾患に応用してみた
処，同様の陽性率がみられた。 
結語:我々は微量の自己抗体の検出法としてクー
ムス吸収試験を考案し，これを腎炎に応用し腎炎の
進展K自己抗体がその一因をなしているのを確かめ
士。叉他の疾患にも此の方法が広く利用しうる事を
示した。 
28.高年初産婦について
桑島斎三，増田秋男，
杉崎行三(旭中央病院)
昭和32年 5月より 36年10月までの分競(妊娠第 
36週以後)総数は 529，その中初産 327で更にその
中で高年初産は 54である。高年初産婦について最
も重要な臨床的意義は分続時の軟産道障碍であると
されている。頭位分続について高年初産婦の帝切は
2例で適応は軟産道障碍及び狭骨盤で、あって，心配
される程の軟産道陣碍はないようである。叉仮死率
及び錯子率は，高年初産婦では 11%及び 20%，若
年初産婦では 8%及び 14%であるので，軟産道障
碍の影響があるのかも知れない。要するに頭位分焼 
では殆んどの場合自然分続が可能であると思われ
る。 
骨盤位分焼については，高年初産婦6例の中， 3 
例は帝王切開を行った。適応は 40才結婚後 18年， 
38才結婚後8年，狭骨盤である。 40才及び 38才の 
2例は特に軟産道障碍がなかったが年令的配慮から
帝王切開を行ったものである。骨盤位分授は頭位分
続と異り，状況に応じて釦子分競，帝王切開を行う
ことが出来ないので，最初にして最後かも知れない
分焼の場合には，分焼開始と同時に帝王切開した方
が安全であり，叉一般に帝王切開の適応として認め
られている所である。以上要するに高年初産婦とい
えども大部分は自然分焼が可能であるという事を銘
